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大
森
正
仁
先
生
は
、
二
〇
二
一
（
令
和
三
）
年
三
月
末
を
以
て
慶
應
義
塾
大
学
法
学
部
を
定
年
に
よ
り
退
職
さ
れ
る
。

　

一
九
七
八
（
昭
和
五
三
）
年
、
大
森
先
生
は
塾
法
学
部
法
律
学
科
を
卒
業
さ
れ
、
同
年
四
月
に
大
学
院
法
学
研
究
科
修
士
課
程
公

法
学
専
攻
に
進
学
、
八
〇
年
に
同
課
程
を
修
了
の
後
、
直
ち
に
同
研
究
科
博
士
課
程
に
入
学
さ
れ
、
八
三
年
三
月
に
同
課
程
を
単
位

取
得
退
学
さ
れ
た
。
翌
八
四
年
よ
り
武
蔵
工
業
大
学
講
師
、
ま
た
八
五
年
よ
り
外
務
省
経
済
局
海
洋
課
嘱
託
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
八

七
年
に
至
る
ま
で
勤
務
さ
れ
た
。
八
七
年
四
月
よ
り
、
先
生
は
、
法
学
部
専
任
講
師
に
採
用
さ
れ
、
九
一
（
平
成
三
）
年
に
助
教
授
、

九
六
年
に
教
授
に
昇
任
さ
れ
、
現
在
に
至
る
。
こ
の
間
、
実
に
三
四
年
の
長
き
に
亙
り
、
法
学
部
に
ご
尽
力
下
さ
っ
た
。

　

学
部
学
生
の
時
、
大
森
先
生
は
本
塾
名
誉
教
授
で
あ
ら
れ
た
故
栗
林
忠
男
先
生
の
研
究
会
に
学
ば
れ
た
。
国
際
法
の
大
家
で
あ
る

栗
林
先
生
の
深
い
薫
陶
を
受
け
、
大
森
先
生
は
特
に
国
際
責
任
法
を
専
門
に
研
究
を
進
め
ら
れ
た
。
先
生
の
愛
弟
子
で
あ
る
尹
仁
河

先
生
に
伺
う
と
、
国
際
責
任
法
と
は
、「
国
際
法
上
の
義
務
違
反
に
よ
っ
て
生
じ
た
法
的
不
正
常
を
解
消
す
る
た
め
の
条
件
と
手
続

を
定
め
る
規
範
」
で
あ
る
。
大
森
先
生
は
、
修
士
論
文
の
テ
ー
マ
と
し
て
、
国
際
連
盟
の
国
際
法
委
員
会
の
法
典
化
の
対
象
と
さ
れ

て
い
た
国
際
責
任
を
取
り
上
げ
た
が
、
も
と
も
と
は
学
部
の
研
究
会
で
選
択
し
た
課
題
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年

に
先
生
は
法
学
博
士
の
学
位
を
授
与
さ
れ
る
が
、
そ
の
題
目
は
「
国
家
責
任
の
履
行
に
お
け
る
賠
償
に
つ
い
て
」
で
あ
っ
た
。
ま
さ

に
初
志
貫
徹
の
研
究
者
魂
が
こ
こ
に
看
取
で
き
よ
う
。

　

一
九
九
一
年
か
ら
九
三
年
に
か
け
て
、
大
森
先
生
は
、
英
国
の
ケ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
大
学
国
際
法
研
究
所
に
訪
問
研
究
員
と
し
て
ご
留

学
さ
れ
た
。
ま
た
二
〇
〇
〇
～
〇
一
年
に
か
け
て
は
、
オ
ラ
ン
ダ
の
ロ
ッ
テ
ル
ダ
ム
に
あ
る
エ
ラ
ス
ム
ス
大
学
、
及
び
フ
ラ
ン
ス
の



vi

法学研究 94 巻 1 号（2021：1）

パ
リ
政
治
学
院
に
そ
れ
ぞ
れ
訪
問
教
授
と
し
て
在
外
研
究
に
出
か
け
ら
れ
、
そ
こ
に
お
い
て
も
終
始
一
貫
し
て
国
際
責
任
法
の
研
究

を
究
め
ら
れ
た
。
そ
し
て
二
〇
一
八
年
に
、
慶
應
義
塾
大
学
法
学
研
究
会
叢
書
と
し
て
『
国
際
責
任
の
履
行
に
お
け
る
賠
償
の
研

究
』
を
上
梓
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
の
ご
研
究
を
重
厚
な
書
籍
に
集
大
成
さ
れ
た
。

　

大
森
先
生
は
長
年
、
国
際
法
事
例
研
究
会
の
メ
ン
バ
ー
と
し
て
、
定
評
あ
る
『
日
本
の
国
際
法
事
例
研
究
』
シ
リ
ー
ズ
の
刊
行
に

も
尽
力
さ
れ
た
。
ま
た
こ
れ
も
尹
先
生
か
ら
伺
っ
た
こ
と
だ
が
、
大
森
先
生
編
著
の
『
よ
く
わ
か
る
国
際
法
』（
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、

二
〇
〇
八
年
初
版
）
は
冒
頭
で
五
大
陸
と
国
際
法
の
動
き
を
概
観
し
た
後
、
国
際
法
の
主
体
、
法
源
、
責
任
、
紛
争
解
決
の
総
論
を

解
説
し
、
各
論
を
展
開
し
て
ゆ
く
斬
新
な
ス
タ
イ
ル
で
、
多
く
の
読
者
を
得
て
版
を
重
ね
、
二
〇
二
一
年
に
は
第
三
版
が
刊
行
予
定

で
あ
る
と
い
う
。
後
述
す
る
が
、
先
生
は
学
生
の
教
育
指
導
や
後
進
の
育
成
の
た
め
に
労
を
惜
し
ま
な
か
っ
た
。
同
書
は
そ
の
一
つ

の
証
左
で
あ
ろ
う
。

　

二
〇
〇
〇
年
か
ら
国
際
法
学
会
の
評
議
員
、
理
事
を
一
六
年
ま
で
務
め
ら
れ
、
ま
た
二
〇
〇
一
年
か
ら
一
七
年
ま
で
は
国
連
大
学

グ
ロ
ー
バ
ル
セ
ミ
ナ
ー
湘
南
セ
ッ
シ
ョ
ン
プ
ロ
グ
ラ
ム
委
員
と
し
て
多
く
の
企
画
を
成
功
に
導
か
れ
た
。
そ
し
て
、
二
〇
〇
二
年
か

ら
現
在
に
至
る
ま
で
世
界
法
学
会
理
事
も
務
め
ら
れ
て
い
る
。

　

大
森
先
生
の
厳
し
く
も
温
か
い
教
育
は
、
ゼ
ミ
第
一
期
か
ら
第
三
〇
期
ま
で
三
五
〇
人
以
上
を
育
て
、
卒
業
生
は
各
界
に
て
社
会

に
貢
献
し
て
い
る
。
ゼ
ミ
の
定
員
は
厳
格
に
一
二
名
で
狭
き
門
で
あ
っ
た
と
い
う
。
そ
の
理
由
は
卒
論
指
導
の
た
め
で
あ
り
、
ゼ
ミ

生
は
卒
論
の
中
間
報
告
か
ら
執
筆
の
過
程
、
さ
ら
に
三
月
の
卒
論
発
表
会
ま
で
徹
底
的
に
指
導
を
受
け
た
。
ま
た
先
生
は
大
学
院
生

の
指
導
に
も
心
血
を
注
が
れ
、
多
数
の
留
学
生
を
育
て
上
げ
た
。
先
生
が
自
ら
赤
ペ
ン
で
添
削
さ
れ
た
修
士
論
文
の
草
稿
を
受
け

と
っ
た
留
学
生
は
、「
自
分
は
こ
れ
ま
で
の
学
生
生
活
で
こ
れ
ほ
ど
丁
寧
な
指
導
を
受
け
た
こ
と
は
な
い
。
こ
の
朱
が
入
っ
た
草
稿

は
一
生
の
宝
で
す
。」
と
感
激
し
、
自
分
も
い
つ
か
後
輩
に
同
じ
よ
う
に
で
き
た
ら
と
述
べ
た
と
言
わ
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
大
森
先
生
は
研
究
・
教
育
の
面
で
多
く
の
足
跡
を
残
さ
れ
た
が
、
学
内
行
政
の
面
で
も
学
内
の
さ
ま
ざ
ま
な
要
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職
を
歴
任
さ
れ
、
慶
應
義
塾
の
発
展
に
大
変
尽
力
さ
れ
た
。
二
〇
〇
一
年
か
ら
〇
五
年
ま
で
通
信
教
育
部
長
を
務
め
ら
れ
、
学
生
に

よ
り
良
い
教
育
を
提
供
す
る
た
め
の
改
革
を
実
行
さ
れ
た
。
ま
た
、
二
〇
〇
七
年
か
ら
一
一
年
ま
で
は
湘
南
藤
沢
中
等
部
・
高
等
部

長
の
重
責
を
担
わ
れ
た
。
湘
南
藤
沢
高
等
部
出
身
の
塾
生
は
「
部
長
面
談
」（
大
学
の
各
学
部
に
進
学
す
る
ひ
と
り
ひ
と
り
の
生
徒
と
の

面
談
）
に
お
け
る
大
森
先
生
の
激
励
が
忘
れ
ら
れ
な
い
と
い
う
。
さ
ら
に
二
〇
一
五
年
か
ら
一
七
年
ま
で
は
横
浜
初
等
部
長
を
務
め

ら
れ
、
初
等
部
生
か
ら
も
慕
わ
れ
て
い
た
。
こ
の
間
大
森
先
生
は
、
塾
内
一
貫
校
の
国
際
化
教
育
に
も
尽
力
さ
れ
た
。
そ
し
て
二
〇

一
七
年
か
ら
現
在
ま
で
、
常
任
理
事
（
一
貫
教
育
校
、
体
育
会
担
当
）
と
し
て
多
く
の
難
題
に
取
り
組
ま
れ
て
い
る
。

　

最
後
に
私
事
な
が
ら
、
私
が
専
任
講
師
に
着
任
し
た
直
後
に
大
森
先
生
と
研
究
室
を
ご
一
緒
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
関
係
か
ら
、
い

ろ
い
ろ
な
こ
と
で
ご
教
示
に
与
っ
た
。
ご
自
身
は
あ
ま
り
お
酒
を
嗜
ま
れ
な
い
に
も
拘
わ
ら
ず
学
部
の
若
手
の
飲
み
会
に
は
よ
く
お

付
き
合
い
下
さ
り
、
呂
律
の
怪
し
く
な
っ
た
後
輩
た
ち
の
話
に
じ
っ
く
り
と
耳
を
傾
け
て
下
さ
っ
た
。
温
厚
で
頼
り
が
い
の
あ
る
兄

貴
的
存
在
で
あ
る
、
と
は
そ
の
時
か
ら
今
に
至
る
ま
で
変
わ
ら
な
い
先
生
に
対
す
る
私
の
印
象
で
あ
る
。

　

こ
こ
に
、
大
森
正
仁
先
生
の
長
年
に
亙
る
法
学
部
へ
の
ご
貢
献
に
厚
く
御
礼
申
し
上
げ
る
と
と
も
に
、
今
後
の
ご
健
勝
と
ご
活
躍

と
を
心
か
ら
祈
念
し
、
本
号
を
謹
ん
で
進
呈
さ
せ
て
い
た
だ
き
た
い
。

　
　

二
〇
二
一
年
一
月

�

法
学
部
長　

岩
谷
十
郎　
　


